
南箕輪村図書館だより 2026年1月号

1月の
カレンダー

『トーマス、リニアしんかんせんと
　　はしる』
　作：ウィルバート・オードリ/原作　
　　  ポプラ社（絵本・ト）

　　　　

【開館時間】

◎火曜日～金曜日　午前10時～午後6時
◎土曜日・日曜日・祝日
　午前 ９時３０分～午後５時
                   　みなさん よくよむ

【電話】0265-73-4946

　
 

おはなしむら　

●日時　 1月17日(土)
　　　　10：30～11：10
●場所　村民センター２階大会議室

●内容   絵本の読み聞かせなど 　　
　　　  　出演　藤澤　薫さん　　　　

　　　　楽しい工作　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

●対象　幼児～小学校低学年児童と保護者
　　　　＊申し込み不要です

新着本
児童書

・ゆきのひのさんぽ　　　　　　　　　　とりごえ　まり

・わんぱくだんのすごろくたんけん　　　ゆきの　ゆみこ　

・おせち　　　　　　　　　　　　　　　内田　有美

・ほら、できた！　　　　　　　　　　　菅原　洋平　

・パンダおかたづけでんしゃ　　　　　　いりやま　さとし　

『はらぺこえびすの
　　　　　　おしょうがつ』　
　　作：はらぺこめがね

 　  ほるぷ出版（絵本・ハ)

　

・ふしぎ町のふしぎレストラン 魔法使いのカレーライス

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 三田村　信行（低９１・ミ）

・グレッグのダメ日記 ２０　　　　　　　ジェフ・キニー（９３・キ）

・きょうりゅうよみきかせずかん　　　 　KADOKAWA（４５・キ）　

・虫と仕事がしたい！　　　　　　丸山　宗利/編著（ヤング４８・マ）

・かいけつゾロリ ニセゾロリあらわる!!　 原　ゆたか（低９１・ハ）　

ちいさなおはなしむら
　
●日時 1月9日(金)、1月23日(金)
　　　0・1歳児 10：00～10：30
　　　2・3歳児 11：00～11：30
●場所　村民センター2階和室
●内容　わらべうた＆絵本の読聞かせ
●対象　0歳～3歳までのお子さんと保護者
　　　　＊申し込み不要です

　　『ノラネコぐんだん はるなつあきふゆ』                               

　　　　　   作： 工藤　ノリコ  
　　　　　　白泉社（絵本・ノ）

イベント
情報

むらとしょサロン２０２６

「野鳥の世界」
　野鳥の写真を見ながら、野鳥の魅力について学
んでいただける内容です。身近な場所で観察でき
る野鳥を知ることで、野鳥に親しみ、出会う楽し
みができるはずです。

話題提供者　戸谷　省吾さん
●日時　２月７日（土）
　　　　１０：００～１１：３０
●会場　村民センター２階大会議室
●定員　２０名
●参加費　無料
＊参加希望の方は、図書館窓口・電話(73-4946)
  ネットでお申し込みください。

　

第１３回読書感想文を募集します
　
　村内の小学生のみなさんを対象に、読書感想文
を募集します。２月１日（日）までに図書館へ提
出してください。
＊くわしくは図書館までお問い合わせください。
・小学１，２年生　「中川李枝子さんの作品」
　感想文は４００字～６００字程度
・小学３，４年生　「椋鳩十さんの作品」
　感想文は６００字～８００字程度
・小学５，６年生　「伝記・自伝など」
　感想文は８００字～１，２００字程度

南箕輪村図書館   南部小学校図書館
日 月 火 水 木 金 土   日 月 火 水 木 金 土
        1 2 3           1 2 3
4 5 6 7 8 9 10   4 5 6 7 8 9 10
11 12 13 14 15 16 17   11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24   18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30 31   25 26 27 28 29 30 31
□休館日 ○おはなしむら◎ちいさなおはなしむら     □休館日

                             



12月のベストリーダー
（11月21日～12月20日）

１　カフネ　　　　　　　　　　　阿部　暁子　　        7回
２　マスカレードライフ　　　　　東野　圭吾　　　    6回
３　最後の証人　　　　　　　　　柚月　裕子  　　    5回
３　琥珀の夢 上　　　　　　　　  伊集院　静　　　　 5回
３　蛍たちの祈り　　　　　　　　町田　そのこ　 　  5回

６　盤上の向日葵　　　　　　　　柚月　裕子　　　　4回
６　老害の人　　　　　　　　　　内館　牧子               4回　　　
６　禁忌の子　　　　　　　　　　山口　未桜　　　　4回
６　月収　　　　　　　　　　　　原田　ひ香　　　　4回
６　チョコレート・ピース　　　　青山　美智子　　    4回
６　彼女たちは楽園で遊ぶ　　　　町田　そのこ　　　４回

６　タクジョ！ ３　　　　　　　  小野寺　史宣　　　４回
13 国宝 上・下　　　　　　　　　吉田　修一 　　　  3回
13 とどけチャイコフスキー　　　中山　七里　　 　　3回

13 侍タイムスリッパー　　　　　安田　淳一/原作　   3回
13 暁星　　　　　　　　　　　　湊　かなえ　 　　　3回
13 成瀬は都を駆け抜ける　　　　宮島　未奈 　　　   3回

　　

新着本
一般書

 　　　『見るだけで大開運！
　　　　　絶景×神社』
              宝島社(１７５・ミ）

『2026本格ミステリ・ベスト10』
     　探偵小説研究会/編著

  　     原書房（910・ホ）

児童書

　　　　　『内館　牧子さん』

　大相撲の横綱審査委員を務め、またシニア世代の生き方を描く小説家として活躍された
内館牧子さんが先月７７歳で逝去されました。『終わった人』『すぐ死ぬんだから』『老
害の人』『今度生まれたら』などの作品は当館でも予約がつくほどの人気でした。
　今月は追悼の意味を込めて内館牧子さんの作品を紹介します。

　　　　　　　　　　　　 
一般書

　〈絵　本〉
１　ノラネコぐんだんパンこうじょう　工藤　ノリコ 11回

１　 いつつごうさぎとゆきのもり　　 まつお りかこ 11回　　 
３　そらの１００かいだてのいえ　　  いわい としお 10回
３　ノラネコぐんだんアイスのくに　　工藤　ノリコ 10回
３　アニマルバスとたんじょうび　　  あさの ますみ 10回　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　

３　ノラネコぐんだんケーキをたべる　工藤　ノリコ 10回　
３　アニマルバスとほしのまつり　　  あさの ますみ 10回
〈児童書〉
１   あいことばは名探偵　　　　　　  杉山　亮　　     8回
２　ほねほねザウルス １６  カバヤ食品株式会社/原案  7回

２　ほねほねザウルス ２５  カバヤ食品株式会社/原案  7回
２　１ねん１くみの女王さま ４　　　 いとう　みく    7回 
２　絶叫学級 ４１　　　　　　　    　いしかわ えみ   7回　　
２   そんなわけで名探偵　　　　　　  杉山　亮　　    7回
７　ルルとララのクリスマス　　　　 あんびる やすこ 6回
７   鬼滅の刃 ９　　　　　　　　　　 吾峠　呼世晴　 6回

　
 

　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　『昭和１００年』
                  　　日経BP(210・シ）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
     

・これが生活なのかしらん　　　　　小原　晩（９１４・オ）

・超シルバー川柳 いつでも笑みを　 みやぎシルバーネット/他編
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（９１１・ミ）
・メールで「！」使っちゃダメですか？ ヨッピー  （３６１・ヨ）
・すっきり自力整体　　　　　　　　矢上　真理恵（４９２・ヤ）

・戦国(地球の歩き方)     　　　地球の歩き方編集室/編
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（２９１・チ）
　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　

・カフェーの帰り道(直木賞候補作）　  嶋津　輝　
・女王様の電話番　(     〃　　　 ）  　渡辺　優
・ようこそ実力至上主義の教室へ 

　　　　　　　　３年生編１～３　　　衣笠　彰梧
・秀吉の血筋　　　　　　　　　　　　近衛　龍春

・普天を我が手に 第３部　　　　　　  奥田　英朗
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

保護者の方の

おすすめ一般書
頑張れ、光浦さん！

※こちらのコーナーで、　
　おすすめ本や絵本にまつわ
るエピソードを紹介してくだ
さる方を募集しています。
　職員にお気軽にお声が　
　けください。

『ようやくカナダに行きま
して』
『ようやくカレッジに行き
まして』　文藝春秋　　　　　

『終わった人』
　内館　牧子
　　講談社

 光浦靖子さんの「ようやくカレッジに行きまして」が村図書館のおすすめの棚にあった。光浦さんといえば、カナダ

留学。この「カレッジ」はバンクーバーの留学生活で通っているカレッジを指すのだろうと、すぐに飛び付き、2日ほど
でその本と、先に出版された本「ようやくカナダに行きまして」も読み終わった。
 「カナダに」の方に書かれた、ホームステイ先のホストファミリーの様子、語学学校での出来事、夏の楽しみ方、冬の
雨季などは、私自身のバンクーバー留学の日々を思い起こさせてくれた。ただ、私が行っていたのは20年以上前で一年
間だけ。光浦さんはカナダに渡ったのがコロナ禍真っ只中、カナダ入国の手続は強制送還がちらつく相当シビアなもの
だったようである。また、光浦さんがぶつかっている英語学習の壁は、私自身もかつて経験があり、それを乗り越えよ
うと、光浦さんが複数年頑張っていることに大変感銘を覚えた。頑張れ、光浦さん！
 「カレッジに」では現地の学生に混じって料理の専門学校に通う様子が生き生きと描かれている。出てくる学生が皆
ティーンではないこと、舞台が移民の街であることが加わって、さらに色鮮やかだ。それにしても、光浦さんの人とな
りに、涙が出る。日本人特有の謙虚さや良識ある行動を、バンクーバーでもところどころ発揮していくのだけれど、そ
れが空回りに終わることも。芸能人であることを隠し、過ごしたいと思ったバンクーバーで、自ら有名人であることを
名乗って乗り切ろうとしたり、物事の根本的な考え方の違いで苦労することもある。でも、とても楽しそうで充実した
時間であることは間違いなく伝わってくる。
　頑張れ、光浦さん！心からそう思いながら、読んでいるこちらも頑張る元気をいただける２冊。　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ペンネーム　古羽　谷史（ふるはね　やし）さん


